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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピックアップ（９）を搭載したシャーシ（８，７３）上に、モータ（１５）と、作動ギ
ヤ（１８，７８，８６）と、前記モータの動力をピックアップ又は前記作動ギヤに伝達す
る切換手段（２３）と、適宜前記作動ギヤの回転力を受けてディスク挿出方向に移動して
、ディスク（D）の装填及び取出しに関与するディスク再生補助手段を動作させるスライ
ド板（２６、８１）とを設けたディスク再生装置において、ラック（２９，７７，８５）
と当接部（２８，７５，８４）との間に回動支点（５２，７６，８３）を有し、該回動支
点を前記シャーシに回動自在かつディスク挿出方向に移動自在に取付けられたトリガ部材
（２７，７１，８２）と、ディスク挿入前においては前記回動支点をディスク排出方向へ
付勢すると共に前記ラックを作動ギヤから離反させる方向へ回動付勢し、ディスク挿入に
より挿入されたディスクが前記トリガ部材の当接部を押し、該トリガ部材が回動し、前記
ラックが前記作動ギヤに噛合して前記作動ギヤの回転力を受けてトリガ部材がディスク挿
入方向へ移動するとき、その噛合状態を保持する噛合制御手段（５１）とを具備し、前記
トリガ部材が作動ギヤの回転力を受けてディスク挿入方向へ移動するとき、前記スライド
板を該トリガ部材に追随させて同方向へ移動させることを特徴とするディスク再生装置。
【請求項２】
　前記噛合制御手段は、ディスク挿入前においては、前記トリガ部材の回動支点をディス
ク排出方向へ付勢すると共に前記ラックを作動ギヤから離反させる方向へ回動付勢する付
勢手段（５０，７０）と、ディスク挿入により前記ラックが前記作動ギヤに噛合してトリ
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ガ部材がディスク挿入方向へ移動するとき、その噛合状態を保持する噛合保持手段（４９
）とからなることを特徴とする請求項１に記載のディスク再生装置。
【請求項３】
　前記噛合保持手段は、前記トリガ部材に設けられた摺接部（３３）と前記シャーシに設
けられた被摺接部（４７）とからなり、前記トリガ部材がディスク挿入方向へ移動すると
き摺接部を被摺接部に摺接させて前記ラックと前記作動ギヤとの噛合状態を保持すること
を特徴とする請求項２に記載のディスク再生装置。
【請求項４】
　前記被摺接部はシャーシにディスク挿出方向に長く形成され、前記摺接部は、該被摺接
部に適宜摺接する突部としたことを特徴とする請求項３に記載のディスク再生装置。
【請求項５】
　前記付勢手段をばねとしたことを特徴とする請求項２に記載のディスク再生装置。
【請求項６】
　前記トリガ部材は、中心を前記回動支点とする断面円形の軸部（３０）を有し、該軸部
の先端には抜け止め部（３１）を有し、前記シャーシは前記軸部をディスク挿出方向にガ
イドするガイド溝（４１）を有し、該ガイド溝の一端部に前記抜け止め部が挿通可能な着
脱口（４２）を有することを特徴とする請求項１に記載のディスク再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ピックアップを往復駆動するモータによりディスク搬送機構等のディスク再
生補助手段を動作させるディスク再生装置に係り、特に、ディスクの挿入により前記モー
タの動力をディスク再生補助手段に伝達する機構を簡素化したディスク再生装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　ピックアップ駆動用のモータにより、ディスク搬送機構等のディスク再生補助手段を動
作させるディスク再生装置が広く知られている。
すなわち、モータの動力は、切換手段を介してピックアップ及び作動ギヤに択一的に伝達
される。そして、作動ギヤの回転力でスライド板を往復駆動し、スライド板の移動により
、ディスク再生補助手段を動作させる。ディスク再生補助手段には、ディスク搬送機構、
クランパ機構、シャーシロック機構等が含まれる。
【０００３】
　特許文献１にはディスクの外周でトリガ部材（２０）のディスク当接部（２０ａ）を押
して図７の如くトリガ部材（２０）を回動させ、トリガ部材（２０）の押圧部（２０ｄ）
（図３参照）でスライダ（２２）を移動させてスライダ（２２）に設けたラックギヤ（２
２ａ）を図示しない駆動ギヤに噛合させ、モータの動力をスライダ（２２）に伝達して該
スライダ（２２）がスライド部材（２１）を伴って移動し、スライド部材（２１）の移動
により、ディスク搬送機構等のディスク再生補助手段を動作させる構成が示されている。
【特許文献１】特開２００６－３０２４７６号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に示されたディスク再生装置では、図示しない駆動ギヤの回転力をスライド
部材に伝達するために関与する部品として、ラックギヤを有するスライダとディスクに押
されるトリガ部材とを設けているので、多くの部品を要し、構成が複雑となっていた。
【０００５】
　本発明は、このような問題に鑑みてなされたもので、モータに駆動される作動ギヤの回
転力を適宜スライド板に伝達するための機構を簡素化したディスク再生装置を提供するこ
とを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
本発明は、ピックアップを搭載したシャーシ上に、モータと、作動ギヤと、モータの動力
をピックアップ又は作動ギヤに伝達する切換手段と、適宜作動ギヤの回転力を受けてディ
スク挿出方向に移動して、ディスクの装填及び取出しに関与するディスク再生補助手段を
動作させるスライド板とを設けたディスク再生装置に関するもので、トリガ部材と噛合制
御手段とを備えたことを特徴とする。
前記トリガ部材は、ラックと当接部との間に設けられた回動支点を前記シャーシに回動自
在かつディスク挿出方向移動自在に取付けている。
前記噛合制御手段はディスク挿入前においては前記トリガ部材の回動支点をディスク排出
方向へ付勢すると共に前記ラックを作動ギヤから離反させる方向へ回動付勢し、ディスク
挿入により前記ラックが前記作動ギヤに噛合してトリガ部材がディスク挿入方向へ移動す
るとき、その噛合状態を保持する。そして、前記スライド板がトリガ部材に追随して同方
向へ移動する構成となっている。
【０００７】
　前記噛合制御手段は、付勢手段と噛合保持手段とで構成すると良い。即ち、付勢手段は
、ディスク挿入前においては、前記トリガ部材の回動支点をディスク排出方向へ付勢する
と共に前記ラックが作動ギヤから離反する方向へ回動付勢するものとする。また、噛合保
持手段は、ディスク挿入により前記ラックが前記作動ギヤに噛合してトリガ部材がディス
ク挿入方向へ移動するとき、その噛合状態を保持するものとする。
【０００８】
　更に、前記噛合保持手段は、前記トリガ部材に設けられた摺接部と前記シャーシに設け
られた被摺接部とで構成し、前記トリガ部材がディスク挿入方向へ移動するとき摺接部を
被摺接部に摺接させて、前記ラックと前記作動ギヤとの噛合状態を保持するようにすると
良い。
【０００９】
　前記被摺接部はシャーシにディスク挿出方向に長く形成し、前記摺接部は、該被摺接部
に適宜摺接する突部にすると良い。
【００１０】
　また、前記付勢手段をばねにすると良い。
【００１１】
　前記付勢手段は、前記トリガ部材の一部から延出する板ばねと、前記シャーシに設けら
れたばね受けとで構成しても良い。この場合、ディスク挿入前においては前記板ばねがそ
の延出端部を前記ばね受けに押付けて前記トリガ部材の回動支点をディスク排出方向へ付
勢すると共に前記ラックを作動ギヤから離反させる方向へ回動付勢し、ディスク挿入に伴
う前記回動支点のディスク挿入方向への移動により前記板ばねが前記ばね受けから外れる
ようにすると良い。
【００１２】
　前記噛合制御手段は一つのトーションばね型の反転ばねで構成することもできる。反転
ばねの一端は常にトリガ部材の回動支点よりもディスク挿入方向側に位置させて回動支点
をディスク排出方向へ付勢するようにし、他端は前記回動支点よりもディスク挿入方向側
で、かつ前記一端よりもディスク排出方向側に位置させてトリガ部材に取付けるものとす
る。この場合、トリガ部材がその当接部をディスクに押されて反付勢方向へ回動したとき
反転ばねが反転動作して、トリガ部材に対する回動付勢方向を切替えて、前記ラックと前
記作動ギヤとの噛合状態を保持するようになる。
【００１３】
　前記トリガ部材は、断面円形の軸部を有してこの軸部の中心を前記回動支点とし、該軸
部の先端には抜け止め部を有するものとし、前記シャーシは前記軸部をディスク挿出方向
にガイドするガイド溝を有し、該ガイド溝の一端部に前記抜け止め部が挿通可能な着脱口
を有するものとすると良い。
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【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ディスクに押される当接部とラックとの間に回動支点を有するトリガ
部材を設け、このトリガ部材の回動支点をシャーシに対して回動自在かつディスク挿出方
向に往復動自在とし、噛合制御手段により、前記ラックの作動ギヤに対する噛合状態を制
御するようにしているので、トリガ部材一つで、文献１に示されたトリガ部材とスライダ
との両者の役割を果し、作動ギヤの回転力をスライド板に伝達する機構が簡素化され、部
品数が減少して簡単かつ安価な構成となる。
【００１５】
　また、前記噛合制御手段を、トリガ部材を付勢する機能を有する付勢手段と、噛合状態
を保持する機能を有する噛合保持手段とで構成すると、噛合制御手段に関する設計の容易
化を図ることができる。
【００１６】
　更に、前記噛合保持手段をトリガ部材に設けた摺接部とシャーシに設けた被摺接部とで
構成することにより、噛合保持手段の構成を簡単にすることができる。
【００１７】
　この場合、前記被摺接部はシャーシにディスク挿出方向に長く形成し、前記摺接部は、
該被摺接部に適宜摺接する突部とすることにより、噛合保持手段が一層簡単な構成となる
。
【００１８】
　前記付勢手段をばねによって構成することにより、付勢手段の構成が簡単になる。
【００１９】
　また、前記付勢手段は、前記トリガ部材の一部から延出する板ばねと、前記シャーシに
設けられたばね受けとで構成し、ディスク挿入に伴う前記トリガ部材のディスク挿入方向
への移動により前記板ばねが前記ばね受けから外れるようにすることで、トリガ部材がデ
ィスク挿入方向へ移動する際、板ばねの負荷を排除することができる。従って、ラックと
作動ギヤとの円滑な噛合が可能となる。
【００２０】
　また、前記噛合制御手段を単一のトーションばね型の反転ばねで構成すると、噛合制御
手段の構成が一層簡単になる。
【００２１】
　前記トリガ部材は、その軸部先端に抜け止め部を設けた構成とし、ガイド溝の一端には
着脱口を設けることにより、トリガ部材のシャーシへの取付けは、抜け止め部を着脱口へ
挿通した後、軸部をガイド溝に挿入するだけで完了する。よって、トリガ部材のシャーシ
への取付け作業が容易になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明を実施するための第一の実施形態を、図面を参照して説明する。
　図１は車載用のディスク再生装置を示す斜視図である。ディスク再生装置１の正面には
、ディスクを挿出するディスク挿入口２が設けられている。矢印Ａはディスク挿入方向を
示し、その逆方向はディスク排出方向となる。そして、これらディスク挿入方向とディス
ク排出方向とを合わせて、ディスク挿出方向と称することにする。
【００２３】
　図２は、ディスク再生装置を、上ユニット３と、フローティング機構４と、下ユニット
５とに分けて示す分解斜視図である。
【００２４】
　前記上ユニット３は、図１及び図２に示すように、上フレーム６に、ディスク検知機構
７等を取付けて構成されている。またフローティング機構４は、図２に示すように、フロ
ーティングシャーシ８にピックアップ９等を有するピックアップユニット、ターンテーブ
ル１０、クランパ機構及びシャーシロック機構等を取付けて構成されている。前記クラン
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パ機構は、クランパ１１を支持したクランパ支持板１３を上下回動させて、クランパ１１
をターンテーブル１０に対して離接させるものである。下ユニット５は、図２に示すよう
に、下フレーム１２上に搬送ローラ機構等を取り付けて構成されている。
【００２５】
　図３は前記フローティング機構４の平面図で、フローティングシャーシ８の一部は仮想
線で示してある。前記フローティングシャーシ８は金属板製で、前記ピックアップユニッ
トは、ピックアップ９、ピックアップガイド１４、モータ１５、前記ガイド１４と平行に
設けられた送りねじ１６及びこの送りねじ１６に動力的に結合されたピックアップ側伝達
ギヤ１７等から構成されている。
前記フローティングシャーシ８下面右端部には、作動ギヤ１８が取付けられている。前記
モータ１５に直結されたウォームギヤ１９には第一ギヤ２０を噛合させ、この第一ギヤ２
０の軸を中心に回動自在な切換板２１上には第二ギヤ２２が取付けられ、これら第一ギヤ
２０、第二ギヤ２２及び切換板２１により、切換手段２３が構成されている。前記第二ギ
ヤ２２は第一ギヤ２０に常時噛合し、切換板２１の回動により第二ギヤ２２を前記ピック
アップ側伝達ギヤ１７又は作動ギヤ１８のいずれかに選択的に噛合させ、前記モータ１５
の動力を、切換手段２３を介して前記ピックアップ側伝達ギヤ１７又は作動ギヤ１８に選
択的に伝達するようにしている。
【００２６】
　前記フローティングシャーシ８の右側面にはスライド板２６が、ディスク挿出方向に進
退自在に取付けられている。このスライド板２６は、ディスク挿出方向に移動することに
より、ディスクの装填及び取出しに関与する搬送ローラ機構、クランパ機構及びシャーシ
ロック機構等の、ディスク再生補助手段を動作させるものである。また、フローティング
シャーシ８の下面には、スライド板２６と前記作動ギヤ１８との間において合成樹脂製の
トリガ部材２７が取付けられている。このトリガ部材２７は中間部において僅かに屈曲し
た形状をなし、その一端に当接部２８を有すると共に、他端側の左縁部にラック２９を有
し、前記中間部、すなわち当接部２８とラック２９との間の上面に、断面円形の軸部３０
を有し、図４に示すように、軸部の上端には軸部３０より幅広の抜け止め部３１を有して
いる。前記当接部２８は、フローティングシャーシ８に設けられた開口を通してシャーシ
８の上面側に突出している。
【００２７】
さらにトリガ部材２７の上面には、前記ラック２９の近傍位置において、摺接部としての
、小円柱状の突部３３が設けられている。前記フローティングシャーシ８には、立上がり
片３４が、前記当接部２８の右方に位置させて設けられている。前記トリガ部材２７には
、前記ラック２９のディスク挿入方向側端部に弾性をもたせるためのスリット３５が設け
られている。このスリット３５を設けたことにより、ラック２９の、前記作動ギヤ１８に
対する噛合が円滑に行なわれることになる。
【００２８】
また、図４、５に示すように、前記トリガ部材２７の上面には、前記ラック２９と反対側
の右縁部から右方へ突出する係合部３６が設けられている。この係合部３６は、ディスク
挿入方向側の低壁３７とディスク排出方向側の高壁３８とを有し、高壁３８は、低壁３７
より右方に位置している。また、図８及び図９に示す如く、高壁３８の、低壁３７より高
い部位はディスク挿入方向側に傾斜する傾斜部３９となっている。前記低壁３７の、高壁
３８に対向する面の上端は面取りが施され、スライド板２６には、高壁３７を左方より挿
入させる係合孔４０が設けられている。
【００２９】
　前記フローティングシャーシ８には、図４及び図５に示すように、ディスク挿出方向に
長いガイド溝４１が設けられ、このガイド溝４１に前記トリガ部材２７の軸部３０を下方
より挿入させて、この軸部３０をディスク挿入方向に進退自在にガイドするようにしてい
る。また、トリガ部材２７は、軸部３０の中心を回動支点として回動自在ともなっている
。ガイド溝４１のディスク挿入方向側の端部には、前記抜け止め部３１が挿通可能な着脱
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口４２が設けられており、トリガ部材２７のフローティングシャーシ８への取り付けは、
抜け止め部３１をフローティングシャーシ８の下面側から着脱口４２に挿通させた後、前
記軸部３０をディスク排出方向へスライドさせて前記軸部３０をガイド溝４１に挿入させ
ることにより、容易に完了するようにしている。
また、前記フローティングシャーシ８には、ディスク挿出方向に長い長孔４５が設けられ
ている。この長孔４５の右縁部は、ディスク排出方向側の端部を凹部４６、その他の部位
を被摺接部４７とし、前記凹部４６の被摺接部４７と接する部位を例えば傾斜状の誘導部
４８としている。該被摺接部４７と前記突部３３とで、噛合保持手段４９が構成される。
このように、噛合保持手段４９を摺接部と被摺接部４７とで構成することにより、噛合保
持手段の構成を簡単にすることができる。特に、前記摺接部を突部３３とし、被摺接部４
７をシャーシにディスク挿出方向に長く形成することにより、噛合保持手段が一層簡単な
構成となる。前記被摺接部４７と、これに対向する長孔４５の左縁部との間隔は、前記突
部３３を円滑に摺動させる寸法に設定されている。
【００３０】
　トリガ部材２７とスライド板２６との間には、付勢手段としてのトーションばね５０が
掛け渡されており、このトーションばね５０と前記噛合保持手段４９とで噛合制御手段５
１が構成されている。このように、噛合制御手段５１を付勢手段（トーションばね５０）
と噛合保持手段４９とで構成することにより、噛合制御手段に関する設計の容易化を図る
ことができる。特に、付勢手段をばね（トーションばね５０）で構成することにより、付
勢手段の構成が一層簡単になる。トーションばね５０の一端はスライド２６の一部に、他
端はトリガ部材２７の前記当接部２８と回動支点５２との間に、それぞれ取付けられてお
り、トーションばね５０の一端は、常に他端よりディスク挿入方向側に位置し、他端は、
一端と回動支点とを結ぶ直線より左方に位置している。
【００３１】
　図６に模式的に示すように、前記作動ギヤ１８は、大ギヤを挟んでその上面側に小ギヤ
、下面側に中径のハスバギヤを有する三段ギヤであり、前記第一ギヤ２０は上方を小ギヤ
、下方を大ギヤとする二段ギヤ、前記第二ギヤ２２は上方を大ギヤ、下方を小ギヤとする
二段ギヤとなっている。
【００３２】
前記第一ギヤ２０は、その大ギヤをモータに直結されたウォームギヤ１９に噛合させ、小
ギヤを第二ギヤ２２の大ギヤに噛合させている。前記第二ギヤ２２は、その大ギヤを前記
伝達ギヤ１７に適宜噛合させ、小ギヤを作動ギヤ１８の大ギヤに適宜噛合させるようにし
ている。前記作動ギヤ１８は、その小ギヤに前記トリガ部材２７のラック２９を適宜噛合
させるようにし、ハスバギヤをフローティングシャーシ８の下面に平行に配置された第二
ウォームギヤ５４に常時噛合させている。
【００３３】
前記第二ウォームギヤ５４には、第一搬送ギヤ５５のハスバギヤを噛合させ、該第一搬送
ギヤ５５のギヤ部には第二搬送ギヤ５６を噛合させている。この第二搬送ギヤ５６はフロ
ーティングシャーシ８の上面側に位置し、このギヤ５６には、適宜、第三搬送ギヤ５７が
噛合される。
【００３４】
該第三搬送ギヤ５７は、図７に示すように搬送ローラ５８の一端に設けられ、搬送ローラ
５８を支持するブラケット５９は、下フレーム１２に取付けられる。前記第二ウォームギ
ヤ５４、第一搬送ギヤ５５、第二搬送ギヤ５６、第三搬送ギヤ５７、搬送ローラ５８及び
ブラケット５９は、前記搬送ローラ機構を構成している。
【００３５】
前記スライド板２６には図１０に示すように、前記係合孔４０を挟んでそのディスク挿入
方向側とディスク排出方向側に、それぞれシャーシロック機構の一部を構成するロック溝
６１，６２が設けられている。また、ロック溝６２の上方に取付孔６３を有し、この取付
孔６３に、回動片６４の軸６５を回動自在に嵌合させている。回動片６４は、その回動端
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部から左右に突出する円筒状の係合突部６６を有し、図８に示す如く、ディスク挿入前は
、この係合突部６６を前記係合孔４０内において前記高壁３８よりディスク挿入方向側に
位置させている。
【００３６】
前記係合孔４０は、図８ないし図１０に示すように、ディスク排出方向側の縁部を前記高
壁３８の形状に合致させ、ディスク挿入方向側の縁部は、前記低壁３７の高さ部分を凹ま
せて、その凹みの上縁を段差部６８としている。
【００３７】
　以上の如く構成されたディスク再生装置において、ディスク挿入前においては、スライ
ド板は図３における下方位置に位置している。このとき、切換板２３は時計方向に回動し
た位置にあり、第二ギヤ２２は作動ギヤ１８に噛合している。また、前記トーションばね
５０は図４の如く、前記トリガ部材２７をディスク排出方向へ付勢すると共に反時計方向
へ回動付勢し、前記ラック２９を作動ギヤ１８から離反させている。また、前記回動片６
４の係合突部６６は、図８に示すように、前記係合部３６の低壁３７上端にあるが、軸６
５の中心は係合突部６６の中心より更に上方にあり、係合突部６６は、前記傾斜部３９の
ディスク挿入側に位置している。
【００３８】
　ディスク挿入口２からディスクDを挿入すると、ディスク検知機構７でディスクDの挿入
を検知し、図示しないスイッチがオンされて、モータ１５（図３参照）が起動し、前記作
動ギヤ１８はモータ１５に駆動されて反時計方向へ回動する。
【００３９】
　挿入されたディスクDは、図５の如く前記トリガ部材２７の当接部２８を押し、トリガ
部材２７をトーションばね５０に抗して時計方向へ回動させる。これによって、トリガ部
材２７のラック２９が前記作動ギヤ１８に噛合する。
【００４０】
これによって、トリガ部材２７は作動ギヤ１８の回転力を受けてディスク挿入方向へ移動
し、突部３３が被摺接部４７に摺接することにより、ラック２９と作動ギヤ１８との噛合
状態が保持される。また、トリガ部材２７のディスク挿入方向への移動により係合部３６
の低壁３７上端が係合突部６６から外れて高壁３８と低壁３７との間に自重により落下す
る。仮に、軸６５と取付孔６３との間の摩擦により自重で落下しない場合でも、係合部高
壁３８の傾斜部３９が係合突部６６に当接し、この係合突部６６を高壁３８と低壁３７と
の間に誘導する。このとき係合孔４０の段差部６８が係合突部６７の上方に位置するので
、係合突部６７が高壁３８と低壁３７との間から誤って上方へ抜け出すおそれはない。こ
のようにして図９の如くトリガ部材２７が約４ｍｍほど移動した後は、トリガ部材２７の
高壁３８が回動片６４の係合突部６６を押すので、スライド板２６がトリガ部材２７に追
随して同方向へ移動する。なお、係合突部６６がスライド板２６の係合孔４０のディスク
挿入方向側縁部を押して、スライド板２６を追随させるようにしてもよい。このスライド
板２６の移動に伴い、ディスク搬送機構、クランパ機構、シャーシロック機構等のディス
ク再生補助手段を動作させ、かつ、前記切換板２３が反時計方向へ回動し、第二ギヤ２２
が伝達ギヤ１７に噛合してモータ１５の動力をピックアップ９側に伝達するようになり、
再生動作が開始する。ここで、前記トリガ部材２７はディスクDに押されて回動する機能
と、作動ギヤ１８の回転力を受けてディスク挿入方向へ移動してスライド板２６を同方向
へ移動させる機能とを併せもつので、一つのトリガ部材で従来装置における複数部品の機
能を果たすことができ、部品数が減少して構成が簡素化され、安価な装置を得ることがで
きる。
【００４１】
次に、再生動作を終了してディスクを取出す操作を行なうと、前記切換板２３が時計方向
へ回動して第二ギヤ２２が作動ギヤ１８に噛合し、モータ１５が反転してその動力が作動
ギヤ１８を介してトリガ部材２７に伝達され、トリガ部材２７がディスク排出方向へ移動
する。このとき、係合部の低壁３７が回動片６４の係合突部６６をディスク排出方向へ押



(8) JP 4772073 B2 2011.9.14

10

20

30

40

50

すので、スライド板２６もトリガ部材２７に追随して同方向へ移動する（図９）。このス
ライド板２６の移動により、シャーシロック機構がフローティングシャーシをロックする
と共にクランパ１１が上昇し、ディスクが搬送機構により搬出されることになる。
【００４２】
その後もトリガ部材２７はディスク排出方向へ移動するが、スライド板２６は、初期位置
まで復帰した後は移動が規制される。このとき、回動片６４の、高位置にある軸６５と低
位置にある係合突部６６の各中心間を結ぶ直線は、図８及び図９に示す如く、ディスク挿
出方向に対して傾斜しているので、係合突部６６が低壁３７によって押されると、回動片
６４が軸６５を支点に回動し、係合突起６６が低壁３７に沿って上昇し、図８の如く、低
壁３７の上端に乗り上げる。
このとき突部３３は被摺接部４７に摺接してディスク排出方向へ移動した後、被摺接部４
７から外れて凹部４６内へ落込む。そして、前記トリガ部材２７はトーションばね５０に
よって図４の如く再び反時計方向へ回動し、ラック２９を作動ギヤ１８から離反させるこ
とになる。
【００４３】
ところで、図４から図５に至る過程において、トリガ部材２７がディスクDに押されて時
計方向へ回動するとき、突部３３も時計方向に回動するが、未だラック２９が作動ギヤ１
８に噛合するに至らないままトリガ部材２７がディスクに押されてディスク挿入方向に移
動した場合には、突部３３は誘導部４８に当接した後、この誘導部４８に沿って被摺接部
４７へ円滑に移動することになる。
また、ディスクDがトリガ部材２７の当接部２８を押した際、トリガ部材２７が、回動に
先立って、まずディスク挿入方向へ移動した場合にも、突部３３は誘導部４８に当接した
後、この誘導部４８に沿って被摺接部４７へ円滑に移動し、ラック２９を作動ギヤ１８に
噛合させることになる。
なお、誘導部４８は直線的な傾斜に限らず曲線状としてもよい。
【００４４】
　次に本発明を実施するための第二の実施の形態を、図１１及び図１２を参照して説明す
る。
この実施の形態では、付勢手段７０を、トリガ部材７１の一部から延出する板ばね７２と
、シャーシ７３に設けられたばね受け７４とで構成した点が第一の実施の形態と相違し、
他の構成は第一の実施の形態と同様のため図面及び説明を省略する。すなわち、トリガ部
材７１は、図１１に示す如く、当接部７５を有する端部に、略L字形の板ばね７２が合成
樹脂にて一体形成されている。一方、シャーシ７３にはばね受け７４が切起し形成されて
いる。このばね受け７４は、ディスク挿出方向に長いばね受け面を有し、ディスク挿入前
にあっては、ばね受け面に、前記板ばね７２の、ディスク挿入方向へ延出する延出端を、
左方より弾性的に当接させるようにしている。
【００４５】
また、板ばね７２の弾性力により前記トリガ部材７１の回動支点をディスク排出方向へ付
勢すると共に、ラック７７を作動ギヤ７８から離反させる方向へ回動付勢するようにして
いる。そこで、ディスクDを挿入すると、トリガ部材７１はその当接部７５をディスクDに
押されて時計方向に回動し、ラック７７を図示しない伝達ギヤに噛合させる。そして、ト
リガ部材７１が作動ギヤ７８の回転によりディスク挿入方向へ移動すると図１２の如く前
記板ばね７２が前記ばね受け７４から外れるようになる。
【００４６】
この構成によれば、ディスク挿入に伴う前記トリガ部材７１のディスク挿入方向への移動
により前記板ばね７２が前記ばね受け７４から外れることで、トリガ部材７１がディスク
挿入方向へ移動する際、板ばね７２による図示しないモータへの負荷を軽減することがで
きる。従って、ラック７７と作動ギヤ７８との円滑な噛合が可能となる。
【００４７】
　次に本発明を実施するための第三の実施の形態を、図１３を参照して説明する。
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この実施の形態では、噛合制御手段を、単一のトーションばね型の反転ばね８０で構成し
た点が第一の実施の形態と相違し、他の構成は第一の実施の形態と同様のため図面及び説
明を省略する。すなわち、噛合制御手段を構成するトーションばね型の反転ばね８０は、
その一端がスライド板８１に、他端がトリガ部材８２に取付けられる。そして、反転ばね
８０の一端は常にトリガ部材８２の回動支点８３よりもディスク挿入方向側に位置し、他
端は、一端とトリガ部材８２の回動支点８３とを結ぶ直線Lより図中左方において、前記
回動支点８３よりもディスク挿入方向側で、かつ前記一端よりはディスク排出方向側に位
置させる。そして、トリガ部材８２がその当接部８４をディスクに押されて回動したとき
、反転ばね８０の他端が前記直線Lを越えてその右方に位置するようになる。
【００４８】
このように構成することにより、ディスク挿入前においては、反転ばね８０がトリガ部材
８２の回動支点８３をディスク排出方向へ付勢すると同時に、トリガ部材８２を反時計方
向（ラック８５を作動ギヤ８６から離間させる方向）へ回動付勢する。そして、トリガ部
材８２がその当接部８４をディスクに押されると反転して、トリガ部材８２に対する回動
付勢方向を切替えて、前記ラック８５を前記作動ギヤ８６に噛合させる方向へ付勢し、ラ
ック８５と前記作動ギヤ８６との噛合状態を保持するようになる。従って、前記噛合制御
手段を単一の反転ばね８０で構成でき、噛合制御手段の構成が一層簡単になる　
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の第一の実施形態におけるディスク再生装置を示す斜視図。
【図２】ディスク再生装置の分解斜視図。
【図３】フローティング機構の平面図。
【図４】ディスク挿入前におけるトリガ部材、作動ギヤ及びトーションばねの関係を示す
平面図。
【図５】ディスク挿入時におけるトリガ部材、作動ギヤ及びトーションばねの関係を示す
平面図。
【図６】動力伝達経路を模式的に示す図。
【図７】搬送ローラ周辺を示す斜視図。
【図８】ディスク挿入前におけるトリガ部材及びスライド板との関係を示す側面図。
【図９】ディスク挿入後におけるトリガ部材及びスライド板との関係を示す側面図。
【図１０】スライド板と回動片との関係を示す斜視図。
【図１１】本発明の第二の実施形態におけるディスク挿入前のトリガ部材、付勢手段及び
作動ギヤの関係を示す平面図。
【図１２】ディスク挿入後のトリガ部材、付勢手段及び作動ギヤの関係を示す平面図。
【図１３】本発明の第三の実施形態におけるトリガ部材、反転ばね及び作動ギヤの関係を
示す平面図。
【符号の説明】
【００５０】
８，７３              　　　　シャーシ
９　　　　　　　　　　ピックアップ
１５　　　　　　　　　モータ
１８，７８，８６　　　作動ギヤ
２３　　　　　　　　　切換手段
２６，８１　　　　　　スライド板
２７，７１，８２　　　トリガ部材
２８，７５，８４　　　当接部
２９，７７，８５　　　ラック
３０　　　　　　　　　軸部
３１　　　　　　　　　抜け止め部
３３　　　　　　　　　摺接部
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４１　　　　　　　　　ガイド溝
４２　　　　　　　　　着脱口
４７　　　　　　　　　被摺接部
４９　　　　　　　　　噛合保持手段
５０，７０　　　　　　付勢手段
５１　　　　　　　　　噛合制御手段
５２，７６，８３　　　回動支点
７２　　　　　　　　　板ばね
７４　　　　　　　　　ばね受け
８０　　　　　　　　　反転ばね
D　　　　　　　　　　ディスク

【図２】 【図４】
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